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概要：バーチャルリアリティ空間において，ある被験者の右半身と別の被験者の左半身を統合する

共有身体をアバタとして実現した。これを操作する時に，どのような身体性が得られるかを身体所

有感および行為主体感を計測して調べた。その結果，被験者が担当している半身についての身体所

有感・行為主体験が得られるだけでなく，担当していない半身についても特に二人の身体が密接し

ているときに高い行為主体感が得られた。 
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1. はじめに 
バーチャルリアリティ（VR）空間において，自己身体と

同期して動くアバタを主観視点から鏡とともに観察する

と，そのアバタに対して身体所有感が生じる[1]。これを全

身所有感の錯覚（Full body illusion）という。身体サイズや

年齢，性別の異なる身体に対しても身体所有感が生じ，人

以外の動物にも身体所有感が生じる。また，手足のみを提

示することで透明な身体に所有感を生じさせることもで

きる[2]。ただし，ほとんどの研究は 1 人が１つの身体を操

作するものである。そこで，2 人の身体運動を重み付け加

算平均して１つの身体を操作することで 1 つの身体を共

有するとある程度の身体所有感が生じ，特に目的が一致し

ているときに高い身体所有感と行為主体感が生じること

が報告されている[3-4]。 
本研究では，2 人の参加者の右半身と左半身をアバタの

運動に反映させた共有身体に対して生じる身体所有感と

行為主体感を解明することを目的とした。特に，二人が身

体を接触させることで触覚が伝わり，操作していない側の

身体にも身体所有感および行為主体感を生じるという仮

説を立て，その検証を行った。 
 
2. 方法 

20 名の男性がインフォームドコンセントに承諾し，署

名したのちに，2 人組みで実験に参加した（10 組）。 
実験参加者の動きは，モーションキャプチャシステム

（Vicon Bonita10, 250 fps 12 cameras）で計測され，リアル

タイムにそれぞれの頭部搭載型ディスプレイ（HMD: HTC 
Vive Pro, 110 deg, 90 Hz）に提示された。実験参加者は，5
分間ランダムな位置に提示されるボールを手で触るよう

に指示された。各実験参加者は担当の手（右あるいは左）

が事前に決められており，対応したボールの色（青あるい

は赤）に応じて操作を行った。ボールは同時に 2 つ出るこ

とは無く，ランダムな順で左右半身が割り振られた。 

 
図 1：共有条件。左から共有密接（Shared-tied），共有

分離（Shared-separated），単独（Single）。 

 
共有条件として，共有密接（Shared-tied），共有分離

（Shared-separated），単独（Single）を設定した。共有密接・

共有分離条件では，各実験参加者がアバタの左右いずれか

の半身を担当し，アバタの運動に反映された。共有密接条

件では 2 人の腰がバンドで繋がれており，お互いの肩に使

わない方の手を置いて操作を行った。密接分離条件では，

離れた位置でそれぞれがマネキンの肩を抱いて操作を行

った。単独条件ではマネキンの肩を抱いて，半身の操作を

行ったが，反対側は動かなかった。 

Shared-tied Shared-separated Single
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身体所有感の制御として，同期条件と非同期条件を設け

た。非同期条件ではアバタの運動は 1 秒遅れて提示された。 
全ての条件（3 共有条件 x 同期・非同期条件）がランダ

ム順で 2 回繰り返えされ，計 12 セッションを行った。 
実験参加者は，各条件で 5 分のボールリーチングの後，

12 個の質問（半分は右半身，半分は左半身に関する質問）

からなるアンケートに 7 件法で回答した。データは，実験

参加者が担当する側と担当しない側に分け，身体所有感（-
12 〜 +12）と行為主体感のスコア（-6 〜 +6）に変換して

分析された。 
 
3. 結果 
3.1 身体所有感 
身体所有感は，担当する半身について担当しない半身よ

りも高かった（図 2）。同期条件において非同期条件よりも

身体所有感が高かった。共有密接条件と共有分離条件では，

担当しない半身についても，同期している場合に非同期の

場合よりも高い身体所有感が得られた（共有密接 p<.01，
共有分離 p<.001）。 

 
図 2：身体所有感のスコア。エラーバーは標準誤差。 

 

 

図 3：行為主体感のスコア。エラーバーは標準誤差。 

 
3.2 行為主体感 
行為主体感も，担当する半身について担当しない半身よ

りも高く，同期条件において非同期条件よりも高かった

（図 3）。共有密接条件と共有分離条件では，担当しない半

身についても，同期している場合に非同期の場合よりも高

い身体所有感が得られた（共有密接 p<.05，共有分離 
p<.01）。さらに，担当していない半身の行為主体感は，同

期条件において共有分離条件よりも共有密接条件で有意

に高かった（p<.05）。 
 
4. 考察 
実験参加者が操作していない非担当半身についても，同

期条件では非同期条件よりも高い身体所有感と行為主体

感が得られた。このことは，左右統合による共有身体の全

体にある程度の身体所有感と行為主体感が生じることを

示唆している。実験参加者の課題としたボールリーチング

は，順番に現れる１つのボールを分担しながら触るもので

あり，目的が一致していた。We-mode においても目的の共

有が重要とされており，共通の目的を持って運動すること

が身体所有感および行為主体感を誘発したと考えられる。

また，非担当半身の行為主体感については，2 人の実験参

加者が密着しているときにより高いスコアが得られた。し

たがって，身体の微細な運動が触覚として伝わることが行

為主体感を増幅したと考えられる。 
 

5. 結論 
2 人の人間が１つのアバタの左右半身を担当する左右共

有身体について，担当しない半身にも身体所有感と行為主

体感が生じる。その行為主体感は，身体が密接し触覚が伝

わるときに増幅される。 
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